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Ⅰ 国民に対して提供するサービスその他の業務の質の向上 
１ 美術振興の中心的拠点としての多彩な活動の展開 
（１）多様な鑑賞機会の提供 

① 所蔵作品展  
 館 名  開催日数  展示替回数 入館者数  目標数  

東京国立近代美術館 (本館 ) 293 4 225,201 203,000
東京国立近代美術館 (工芸館 ) 216 4 77,209 52,000
京都国立近代美術館  237 12 121,630 194,000
国立西洋美術館  280 4 404,681 250,000
国立国際美術館  56 0 15,951 10,000

計  1,082 24 844,672 709,000
 

各館の特徴 
ア 東京国立近代美術館 
（本館） 

    所蔵作品展「近代日本の美術」では，絵画・彫刻・水彩・素描・版画・写真など，約 10,000
点のコレクションから，毎回 170～220 点の作品を選び，20 世紀初頭から現代に至る日本の近・

現代美術の流れが概観できるよう展示している。 
また，所蔵作品展と併設して 4F 特集コーナー，3F 版画コーナー・写真コーナー，2F ギャラ

リー4 では，「木に潜むもの」「油彩技法から見た近代日本絵画」など特定の作家に絞った展示

や特定のテーマによる小企画を 9 回実施することにより，編年順の所蔵作品展とは異なった視

点を導入し，新鮮さと会期ごとの変化を印象づけるよう努めた。 
さらに，ギャラリー内各所に展示された関連作品をたどって鑑賞する新企画「テーマで歩こ

う」を立ち上げ，めりはりのある展示になるよう充実を図った。 
現代美術を身近に感じてもらうため，作品の前で作家本人が語るアーティスト・トークを 5

回実施した。アンケートでは，作家の人生観や具体的な制作方法を知ることのできるこのトー

クは，きわめて好評であった。 
平成 20 年度に引き続き，『読売新聞』都内版と連携し，特集展示，小企画とリンクする内容

のコラム「近代美術の眼」を連載することにより，所蔵作品展の広報を積極的に行った。 
   

（工芸館） 
陶磁，ガラス，染織，漆工，木竹工，金工・ジュエリー，人形，グラフィック・デザイン等

の各分野にわたる約 2,900 点の所蔵作品の中から，約 100～130 点の作品を選び，「近代工芸の

名品―花」「ヨーロッパの工芸とデザイン―アール・ヌーヴォーから現代まで」「近代工芸の名

品―陶芸」等工芸の歴史や特定のテーマに沿った展示を実施した。 
工芸作品の名称は難しい漢字が使われたり，読みが独特であったりと，一般的になじめない

ものも多いが，会場のキャプションの作家名と作品名にフリガナをふり，あわせて作品をより

身近に感じてもらえるように素材や技法についての表記を行うなど，来館者サービスの充実に

努めた。 
 

イ 京都国立近代美術館 
日本画，洋画，版画，彫刻及び陶芸，染織，金工，木竹工，漆工，ジュエリー等の工芸，写

真等約 9,700 点の中から展示替え（年 12 回）により，企画展に合わせた「写真―東松照明によ
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る「京都」」「日本画―再興日本美術院の作家たち」などの小企画展を開催した。 
可能な限り展示替えを行うことによって，「コレクション」の有効活用に配慮し，単に「コ

レクションの名品」だけの展示のみならず，企画展との連動によって，タイムリーな作品紹介，

さらには作品が有するコレクション上の位置づけ及び美術史的な意義等についても，よりわか

りやすく周知させるよう努めた。 
また，当館が中心となって申請し採択された科学研究費補助金（基盤研究 A）の研究テーマ

（「東西文化の磁場－日本近代建築・デザイン・工芸の超－，脱－境界的作用史の基礎研究」）

を，研究成果発表の場となるよう「コレクション・ギャラリー」において関連の小企画展「19
世紀末・京都の一動向 ―田村宗立，伊東忠太を中心に」として実現し，併せて海外からも研究

者を招へいしてシンポジウムを開催した。 
 

ウ 国立西洋美術館 
国立西洋美術館の所蔵作品展は，所蔵作品約 4,600 点の中から，約 200 点の絵画・彫刻を選

んでおおむね時代順に配列し，中世末期から 20 世紀までの西洋美術の流れを辿ることのできる

展示を行っている。平成 19 年 9 月以降，新館設備改修工事のため，規模を縮小して前庭と本館

のみによる所蔵作品展を行ってきたが，平成 21 年 2 月に新館の工事が完了し，6 月 4 日に前庭・

本館・新館をあわせた本来の規模による常設展のリニューアル・オープンを果たした。また，

平成 21 年度は開館 50 周年にあたり，これを記念して小企画展「ル・コルビュジエと国立西洋

美術館」展,「ローマ 未来の原風景 by HASHI」展,「所蔵水彩・素描展－松方コレクションと

その後」を所蔵作品展スペースの中で実施した。 
このほか，企画展示館において開催した「かたちは，うつる」展も，所蔵作品のみによる企

画であることから所蔵作品展の一環と位置づけて，同展開催中は本館・新館・企画展示館の展

示のすべてを常設展観覧料で鑑賞できるようにした。 
    

エ 国立国際美術館 
国立国際美術館の所蔵作品展は，所蔵作品約 6,100 点の中から作品を選び，特別展の展示室

使用状況から年間で 1 回の開催とし，「長澤英俊 －オーロラの向かう所－」展との関連で開

催した。長澤英俊がイタリアに在住し作品の制作を続けていることから，主に所蔵作品からヨ

ーロッパの近代及び現代美術の流れが理解できるように 6 章にわたり展示を構成した。セザン

ヌやピカソなどからなる「1．近代絵画の巨匠たち」，デュシャンやマン・レイなどからなる「2．
ダダとシュルレアリスム」，クリストなどからなる「3．フランスのヌーヴォー・レアリスムを

中心に」，ホックニーなどからなる「4．イギリス現代美術の展開」，ベッヒャーやグルスキー

などからなる「5．現代写真－ベッヒャー以降」，リヒターやデュマスなどからなる「6．ヨー

ロッパ現代美術の新展開」と，それぞれに区分し作品を展示した。また，近年の購入作品の中

から未だ展示されていない作品については積極的に展示するよう心がけるとともに，特集展示

として「工藤哲巳」作品の展示を実施し，寄託作品の活用を図った。 
 

② 企画展  
企画展は，利用者のニーズに応え，以下の観点に留意して実施した。 
イ 国際的視野に立ち，海外の主要美術館と連携し，確固たる評価を得ている世界の美術を

紹介するとともに，我が国の作家や芸術的動向を海外に紹介する展覧会等に積極的に取り

組む。 
    ロ 展覧会テーマの設定やその提示方法等について新しい方向性を示すことに努める。 
    ハ メディアアート，アニメ，建築など我が国が世界から注目される新しい領域の芸術表現
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を積極的に取り上げ，最先端の現代美術への関心を促す。 
    ニ 過去の埋もれていた作家・作品・動向の発見や再評価に努める。 
    ホ その他 

館 名  展覧会名  開催

日数

入館者数  目標数  企画趣

旨  

①ヴィデオを待ちながら－映像，60 年代か

ら今日へ 
59 12,240 21,000 ロ，ハ

②ゴーギャン展 74 288,444 280,000 イ 
③権鎮圭 50 11,683 9,000 イ，ニ

④河口龍夫展 言葉・時間・生命 53 11,350 10,000 ロ，ハ

⑤ウィリアム・ケントリッジ ―歩きながら

歴史を考える そしてドローイングは動き

始めた…… 

38 12,718 14,000 ロ，ハ

⑥生誕 120 年 小野竹喬展 27 33,464 22,000 ロ，ニ

東京国

立近代

美術館 (
本館 ) 

計  301 369,899 356,000  
①染野夫妻陶芸コレクション－リーチ・濱

田・豊藏・壽雪－ 
52 22,500 12,000 ホ 

②現代工芸への視点－装飾の力 64 10,569 12,000 ロ 
③早川良雄－“顔”と“形状”－ 38 11,402 9,000 ニ 

東京国

立近代

美術館 (
工芸館 ) 

計  154 44,471 33,000  
①ラグジュアリー：ファッションの欲望 39 25,908 40,000 ロ，ホ

②京都新聞創刊 130 年記念 京都学「前衛

都市・モダニズムの京都」 1895–1930 
37 17,664 25,000 ロ 

③無声時代ソビエト映画ポスター展 45 16,958 13,000 ニ 
④生誕 120 年野島康三 ある写真家が見た

日本近代 
24 7,021 12,000 ニ 

京都国

立近代

美術館  

⑤ウィリアム・ケントリッジ ―歩きながら

歴史を考える そしてドローイングは動き

始めた…… 

40 12,777 14,000 ロ，ハ

 ⑥ボルゲ－ゼ美術館展 52 94,315 170,000 イ  

 コレクション展【※1】 － － 9,000  

 モホリ・ナジ展【※2】 － － 4,000  

 ⑦マイ・フェイバリット－とある美術の検索

目録／所蔵作品から【※3】 
7 1,653 － ロ，ニ

 計  244 176,296 287,000  
①ルーヴル美術館展 －17 世紀ヨーロッパ

絵画－ 
66 634,498 360,000 イ，ロ国立西

洋美術

館  ②かたちは，うつる －国立西洋美術館所蔵

版画展 
37 23,653 25,000 ロ  

 ③古代ローマ帝国の遺産 －栄光の都ロー

マと悲劇の街ポンペイ－ 
75 195,477 100,000 イ  

 ④フランク・ブラングィン展 32 29,892 20,000 イ,ロ,
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ニ 
 計  210 883,520 505,000  

①杉本博司 歴史の歴史 49 22,065 17,000 ロ  

②やなぎみわ 婆々娘々！ 83 293,688 151,000 ハ 

国立国

際美術

館 ③慶應義塾創立 150 年記念 関連企画展

慶應義塾をめぐる芸術家たち 
83 293,688 151,000 ニ 

 ④ルーヴル美術館展 美の宮殿の子どもた

ち 
81 280,528 150,000 イ 

 ⑤長澤英俊展－オーロラの向かう所－ 56 11,340 10,000 イ 

 ⑥国立国際美術館新築移転 5 周年記念

絵画の庭－ゼロ年代日本の地平から 
64 57,196 19,000 ロ  

 計  416 958,505 498,000  

①アーティスト・ファイル 2009―現代の作

家たち 
32 18,933 15,000 ホ 国立新

美術館 

②ルーヴル美術館展 美の宮殿の子どもた

ち 
54 201,251 180,000 イ  

 ③野村仁 変化する相―時・場・身体 54 14,037 20,000 ハ 
 ④生誕 150 年 ルネ・ラリック 華やぎの

ジュエリーから煌きのガラスへ 
66 120,990 100,000 イ  

 ⑤光 松本陽子／野口里佳 54 20,188 20,000 ロ  
 ⑥THE ハプスブルク 華麗なる王家と美

の巨匠たち 
70 390,219 250,000 イ  

 ⑦ＤＯＭＡＮＩ・明日展 2009―未来を担う

美術家たち 
26 14,037 13,000 ホ  

 ⑧ルノワール －伝統と革新 61 295,770 200,000 イ  
 ⑨平成 21年度[第 13回]文化庁メディア芸術

祭 
11 58,242 30,000 ハ  

 ⑩アーティスト・ファイル 2010－現代の作

家たち 
25 16,100 12,000 ホ  

 計  453 1,149,767 840,000  
合 計  1,778 3,582,458 2,519,000  
備考：【※1～3】京都国立近代美術館の当初予定していた「コレクション展」及び「モホリ・ナジ

展」は，美術館施設改修工事の期間と重なったため，工事終了後「コレクション展」を「マイ・

フェイバリット－とある美術の検索目録／所蔵作品から」展として変更し開催した。 
 
③ ５館合同企画展  

国立美術館全体の所蔵作品を最大限に活かした５館合同の展覧会については，視覚芸術の起源と深

く関わるにも関わらず，総合的に顧みられることが従来ほとんどなかった『影』をテーマに各館の所

蔵作品によって展覧会を構成することとし，作品の選定など平成 22 年度における開催のための事前

の準備を行った。 
展覧会名：「陰影礼讃－国立美術館コレクションによる」 
会  期：平成 22 年 9 月 8 日（水）～10 月 18 日（月）（36 日間） 
会  場：国立新美術館 



 

 

 -7-

出 点 数：約 160 点 
 

④ 巡回展 

企画館 展覧会名 開催館 開催日数 入館者数

香川県立ミュージア

ム 

27 12,082京都国立近代美術

館 

 

国立美術館巡回展「明治・大正・

昭和100年の名画 国立美術館名

作選」 徳島県立近代美術館 38 6,115

東京国立近代美術

館（工芸館） 

飛騨高山美術館開館13周年記念

特別展 東京国立近代美術館工

芸館名品展 

飛騨高山美術館 50 4,240

 東京国立近代美術館所蔵 工芸

名品展 

和光本館６階 和光

ホール 

12 4,382

計    127 26,819

 

企画館 タイトル 会 場 数  開催日数 入館者数

平成21年度優秀映画鑑賞推進

事業 

188会場 

 

347 

（延べ日数） 

94,052

日本アニメーション映画史 1会場 

 

12 320

「生誕百年 映画監督 マキノ

雅弘」巡回事業 

7会場 

 

57 8,369

(全7会場の総入館者数)

川喜多かしこ生誕100年記念 日

本映画海外巡回特集上映 
1会場 7 638

東京国立近代美術

館(ﾌ ｨ ﾙ ﾑ ｾ ﾝ ﾀ ｰ )  

「MANGA IMPACT」展「日本の初

期アニメーション映画」部門 
2会場 4 1,020

 「生誕百年 映画監督 山中貞

雄」巡回事業 

6会場 23 683

計  205会場 450 105,082

 

⑤ 東京国立近代美術館フィルムセンター映画上映等 

【上映会】 

タイトル 会場 上映回数 日数 入館者数 目標数 企画趣旨 

①映画の中の日本文学 Part2 大ﾎｰﾙ  30 15 3,720 3,500 ロ 
②発掘された映画たち 2009 大ﾎｰﾙ  24 12 2,857 3,500 ロ・ニ 
③日本映画史横断④ 怪獣・SF
映画特集 Part2 

大ﾎｰﾙ  42 21 4,275 6,000 ニ 

④EU フィルムデーズ 2009 大ﾎｰﾙ  40 20 7,835 5,000 ホ 
⑤特集・逝ける映画人を偲んで

2007-2008【※4】 
大ﾎｰﾙ  97 49 14,364 18,000 ニ 

⑥第 31 回ぴあフィルムフェステ

ィバル【※5】 
大ﾎｰﾙ  47 17 7,607 5,000 ロ・ニ 
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⑦生誕百年 映画監督 山中貞雄

【※6】 
大ﾎｰﾙ  28 12 4,175 3,500 ニ 

⑧生誕百年 映画女優 田中絹代 大ﾎｰﾙ 207 71 27,907 26,500 ニ 
⑨映画監督 大島渚【※7】 大ﾎｰﾙ 66 22 9,495 11,000 ニ 

映画監督 吉田喜重【※8】 大ﾎｰﾙ  － － － 11,000  
⑩アンコール特集:1995-2004 年

度の上映作品より【※9】 
大ﾎｰﾙ  36 12 6,466 － ホ 

⑪映画監督 篠田正浩 大ﾎｰﾙ  75 25 11,438 12,000 ニ 
⑫日本・ブルガリア外交関係再開

50 周年記念 ブルガリア映画特

集 

小ﾎｰﾙ  18 9 1,619 1,500 イ 

⑬日本インディペンデント映画史

シリーズ② ぴあフィルムフェス

ティバルの軌跡 vol.2 

小ﾎｰﾙ  44 22 810 2,500 ロ・ニ 

⑭ドキュメンタリー作家 土本典

昭 
小ﾎｰﾙ  36 18 2,190 3,500 ニ 

⑮映画の教室 2009 小ﾎｰﾙ  18 9 1,949 2,000 ホ 
⑯アンコール特集：2008 年度上映

作品より 
小ﾎｰﾙ  18 9 1,744 2,500 ホ 

⑰川喜多かしこ生誕 100年記念事

業 川喜多賞受賞監督作品選集  
小ﾎｰﾙ  32 16 3,517 3,000 イ・ニ 

⑱NFC 所蔵外国映画選集 アメ

リカ映画史研究③ 
小ﾎｰﾙ  18 9 1,709 1,500 イ・ニ 

計   876 368 113,677 121,500  
備考：【※4】｢第 31 回ぴあフィルムフェスティバル｣【※5】の会期延長に伴い会期を 53 日から 49

日とした。 
【※5】海外招待作品プログラム等を充実させたため会期を 4 日間延長し，13 日から 17 日とし

た。 
【※6】新たに判明した現存作品を加えて上映プログラムを充実させて上映回数を 24 回から 28

回とした。 
【※7】大ホール座席張替工事期間を確保するため会期を 24 日から 22 日とした。 
【※8～9】大ホール座席張替工事期間を確保するため会期を 6 日間減らす必要があったため，

「映画監督 吉田喜重」を次年度に延期し，代替企画として「アンコール特集:1995-2004
年度の上映作品より」を開催した。 

【展覧会】 

展覧会名 日数 入館者数 目標数 企画趣旨 

①映画資料でみる 映画の中の日本文学 Part2 （併

設：「展覧会 映画遺産」） 
66 2,752 2,500 ロ・ニ 

②ドキュメンタリー作家 土本典昭 （併設：「展覧

会 映画遺産」） 
54 2,636 1,500 ロ 

③生誕百年 映画女優 田中絹代 （併設：「展覧会

映画遺産」） 
87 5,050 4,000 ロ・ニ 

④戦後フランス映画ポスターの世界 東京国立近代美 69 5,080 3,500 ロ・ニ 
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術館フィルムセンター所蔵《新外映コレクション》よ

り（併設：「展覧会 映画遺産」） 
計  276 15,518 11,500  

 

（２）美術創造活動の活性化の推進 

① 公募団体等への展覧会会場の提供（国立新美術館）  
    公募展団体数：69 団体 
    年間利用室数：延べ 3,500 室／年 
    稼働率：100％ 
    入館者数：1,246,840 人 
     

１ 公募団体等から寄せられた意見・要望も参考としつつ，公募展の効率的な開催準備と円滑な

運営を図るため，以下のような取組みを行った。 
・作品搬入出時の車両の入退館時間の指定や駐車場の割振りを団体ごとに実施。 
・作品用エレベータの使用時間割振りや使用備品の事前配置等の徹底。 
・審査，展示等に必要な備品の充実。 
・展示作品の素材や陳列方法等について，施設の管理運営上問題の生じる可能性のある公募団

体等との事前協議の徹底。 
・公募展運営サポートセンターにおいて，使用公募団体等に関する電話（国立新美術館公募展

案内ダイヤル）への問い合わせ対応の実施。 
・公募展のポスター掲示や公募展開催案内チラシの作成及び配布による広報の実施。 
・館ホームページの公募展紹介ページに，文字情報に加えポスター等の画像情報を掲載するこ

とにより広報を充実。 
・平成 21 年度から国立新美術館ニュースへ公募団体からの寄稿を掲載することにより，広報の

支援を実施。 
・公募展と企画展の観覧料の相互割引について，実施団体の情報を館内で周知。 

 
２ 公募団体等が行う教育普及活動 
  館を使用する公募団体等での教育普及活動が活発化しており，講堂や研修室の利用が増加し

ている。 
 
３ 平成 24 年度展示室（公募展用）使用団体の募集について 
  平成 19 年度に展示室（公募展用）の使用決定を行った団体に対して認めた優先使用が平成 23

年度で終了することから，平成 24 年度の展示室（公募展用）の使用決定のため，以下の取組み

を行った。 
・展示室使用 69 団体に対し，今後の展示室の使用希望等についてヒアリングを実施。 
・展示室の使用の方針案の館内での検討。 
・展示室の使用の方針について館評議員会への諮問･答申を得て決定。 
・展示室使用募集要項の作成，ホームページでの公開，関係団体への周知。 
・展示室使用団体決定のための抽選会の実施準備。 

 

② 新しい芸術表現への取組 

【東京国立近代美術館本館】 

展覧会名 日数 ジャンル 入館者数 目標数 共催者 
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ヴィデオを待ちながら －映

像、60 年代から今日へ 
59 ヴィデオアート 12,240 21,000 －

ウィリアム・ケントリッジ ―
歩きながら歴史を考える そ

してドローイングは動き始め

た…… 

38 ヴィデオアート，アニメ

ーション，現代音楽 
12,718 14,000 京都国立近

代美術館 

計  97  24,958 35,000  

・平成 21 年度科学研究費補助金（基盤研究（B））「1960～70 年代のビデオアート：作品の所在調査とデータ・ベ

ース構築」を得て，調査と資料収集を実施した。 
・「ヴィデオを待ちながら―映像，60 年代から今日へ」展の研究・調査の成果に基づき，ヴィデオアート作品 20 本

を購入した。 

 
【東京国立近代美術館フィルムセンター】  

展覧会名  日数  ジャンル  入館者数 目標数  共催者  

日本アニメーション映画史 全 12 アニメーション 320 － ミュンヘン市
博物館・映画

博物館 
「MANGA IMPACT」展「日本
の初期アニメーション映画」部門 

4 アニメーション 1,020 － ロカルノ国際
映画祭 
トリノ国立映

画博物館 
計    1,340 －  

 

【京都国立近代美術館】 

展覧会名  日数  ジャンル  入館者数 目標数  共催者  

ウィリアム・ケントリッジ ―
歩きながら歴史を考える そ

してドローイングは動き始め

た…… 

40 ヴィデオアート，アニメ

ーション，現代音楽 
12,777 14,000 東京国立近

代美術館 

計  40  12,777 14,000  

・「ウィリアム・ケントリッジ―歩きながら歴史を考える そしてドローイングは動き始めた……」展に併せ，京都

会館第 2 ホールを使い，作家自身のライブ・レクチャー／パフォーマンスを実施した。 
 

【国立西洋美術館】  

展覧会名  日数  ジャンル  入館者数 目標数  共催者  

ル・コルビュジエと国立西洋美

術館 
77 建築 44,006 － －

計  77  44,006 －  
・本展に関連したプログラムとして，講演会（4 回），建築ツアー（4 回），ワークショップ（2 種）を実施した。

また，東京芸術大学演奏芸術センターと連携して，建築家としてル・コルビュジエの事務所で働き，後に作曲家と

なったクセナキスの作品やその時代の楽曲をとりあげたレクチャーコンサート（2 回）を行った。さらに常設展を

楽しむための「FUN DAY」や「ファミリープログラム」も，今年度は本展の会期にあわせて行い，本館や出品作

品に関連するプログラムを企画実施した。 
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【国立国際美術館】 

展覧会名  日数  ジャンル  入館者数 目標数  共催者  

やなぎみわ 婆々娘々！ 83 ヴィデオアート，写真

等 
293,688 151,000 朝日新聞社

計 83    

・現代音楽，サウンドインスタレーションの分野で先駆的活動を行ってきた小杉武久による「二つのコンサート」を

当館メディア担当の客員研究員の協力を得ながら実施した。 

 

【国立新美術館】 

展覧会名 日数 ジャンル 入館者数 目標数 共催者 

アーティスト・ファイル 2009
－現代の作家たち 

32 ヴィデオアート，ヴィ

デオインスタレーショ

ン 

18,933 15,000 ―

野村仁 変化する相－時・場・

身体 
54 ヴィデオアート，サウ

ンドインスタレーショ

ン 

14,037 20,000 ―

光 松本陽子／野口里佳 54 ヴィデオアート 20,188 20,000 ―

DOMANI・明日展 2009－未来

を担う美術家たち 
26 ヴィデオインスタレー

ション 
14,037 13,000 文化庁 

読売新聞社 

平成 21 年度［第 13 回］文化

庁メディア芸術祭 
11 ヴィデオアート，アニ

メーション，マンガ，

ゲーム，インタラクテ

ィヴアート 

58,242 30,000 文化庁 
CG-ARTS 協

会 

アーティスト・ファイル 2010
－現代の作家たち 

25 ヴィデオインスタレー

ション，アニメーショ

ン 

16,100 12,000 ―

計  202  141,537 110,000  
・「アーティスト・ファイル 2010－現代の作家たち」関連事業として，同展出品作家斎藤ちさと氏によるワークシ

ョップ「傘をつかってアニメーションを作ろう」を開催した。 
・アニメーション表現などの新しい視覚表現を紹介するための試みとして，(A)「館内ディスプレイによる映像上映

プログラム」，(B)「インター・カレッジ・アニメーション・フェスティバル(ICAF)2009」への共催および(C)「TOKYO 
ANIMA!―BOOT UP」への共催を行った。(A)では ICAF2009 での出品作品の先行上映を行った。(B)の ICAF2009
では国内の大学などの学生によるアニメーション作品 145 点に加え，韓国とヨーロッパの映像作品を 4 日間にわ

たり講堂において上映したほか，アニメーション作家，アニメーション作家グループらによるシンポジウムなど

を開催した。(C)の「TOKYO ANIMA!―BOOT UP」は六本木アートナイト 2010 のイベントのひとつとして開催

した。 

 

（３）美術に関する情報の拠点としての機能の向上 
① 情報通信技術（ICT）を活用した展覧会情報や調査研究成果などの公表等 

ア ホームページアクセス件数  
館名  アクセス件数  目標数（第１期平均）

本部  13,233,953 74,434



 

 

 -12-

東京国立近代美術館（本館・工芸館・ﾌｨﾙﾑｾﾝﾀｰ含む） 13,915,620 4,341,163
京都国立近代美術館  1,902,503 222,502
国立西洋美術館  9,456,467 720,126
国立国際美術館  3,503,807 366,054
国立新美術館  8,280,313 －

計  50,292,663 5,724,279
注 国立新美術館は，第２期中期計画の平成 18 年度から設置のため，目標数を設定していない。 

 

イ 各館の ICT 活用の特徴 
（ア）本部  

法人ホームページにおいて，引き続き国立美術館５館の開催展覧会および各種催事等ト

ピックスの一覧を掲出した。また，国立美術館キャンパスメンバーズについてメンバー校

の一覧を整備するなど広報に努めた。 
独立行政法人国立美術館所蔵作品総合目録検索システムに新収蔵作品の文字画像データ

を追加するとともに，作品画像掲載を進めるため，許諾を得た彫刻作品 531 点について画

像を新規登録した。また，版画についての著作権者情報を整備するとともに，著作権許諾

申請手続を開始した。 
（イ）東京国立近代美術館 

平成 19 年度より稼働のコンテンツ・マネジメント・システム（ＣＭＳ）を用いて，ホー

ムページ・コンテンツの追加更新を迅速化し，平成 21 年度は特に企画展等の英文情報の充

実化を進めた。 
また，河口龍夫展では Twitter 上に展覧会ページを立ち上げるとともに，「ヴィデオを

待ちながら」展においてはプロモーション映像を YouTube に掲載した。平成 22 年 4 月か

ら開催予定の「建築はどこにあるの？」展においては，参加建築家それぞれが制作の各段

階での状況を書き込んでいく特設ブログを開設した。 
フィルムセンターでは，事業関連の情報を提供する「NFC メールマガジン」とウェブ

サイトの両者に新たに新着図書情報を掲載することにし，日常の図書充実の成果をインタ

ーネット上で示せるようにした。NFCD（フィルムセンターデータベース）については，

ウェブ化開始以来の懸案であった人物データのコンバートのテストを進めた。 
また，映画関連資料へのアクセス希望に対しては，図版提供をすみやかに行うためデジ

タル・データの形で提供しているが，これまでにデータ化された写真等の画像を共有ファ

イル内に集積し，今後円滑に活用できるように「画像集積所」の環境整備を開始した。 
（ウ）京都国立近代美術館 

      コレクションギャラリーの小企画，テーマ展示に関する小解説をホームページに毎回掲

載し，情報発信の充実に努めた。 
（エ）国立西洋美術館 

法人全体の国立美術館所蔵作品総合目録検索システムと並行して，独自に所蔵品データ

ベースを構築し，通常の作品検索手段を提供すると共に「所蔵作品展にどの作品が出てい

るか」が誰にでも分かるような作品情報の公開に努めた（「所蔵作品展」ページの画像一

覧）。この所蔵作品展情報を最新の状態に保つため，ウェブ版データベースの土台となる

業務用の収蔵作品管理システムにおいて，作品所在情報の適切な更新に努めた。加えて，

科学研究費補助金を獲得し，個々の作品に関する展覧会歴，掲載文献，英文解説等の詳細

情報の遡及入力を行った。また国立美術館版「想－IMAGINE」との自動連携について国

立情報学研究所と検討を重ね，試験データの公開を実施した。 
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 また，ホームページの 50 周年記念サイトで記念事業に関する広報を積極的に行う一方，

ホームページ本体の日本語版・英語版においても展覧会，講演会，プログラムなど各種情

報の充実に努めた。英語版ページは海外でも好評で，欧州発信の美術サイトでは世界の美

術館ウェブサイト・ランキングの上位に選ばれた（Kunstpedia, Museum Website Ranking 
2009）。 

（オ）国立国際美術館 
展覧会等の情報を利用者に分かりやすく提供するため，展覧会の内容や館の周知，特に

関連イベント情報，施設利用案内情報の充実に努めた。 
また，展覧会毎に英語版を作成し，海外への情報発信にも努めた。 

（カ）国立新美術館 
展覧会情報収集提供事業（アートコモンズ）では，収集した展覧会情報と関連する美術

情報（国立美術館の所蔵する作品情報や図書情報）と結びつけるため，国立情報学研究所

の協力の下，「国立美術館版 想―Imagine」の構築を国立美術館本部と共に行った。 
交通案内等の基本的な情報の充実により美術館への来館の利便を図り，また，国立新美

術館の多彩な事業をわかりやすく利用者に伝えるため，ホームページのリニューアルを行

い，平成 21 年 4 月から実運用を開始した。 
携帯電話や携帯情報端末でホームページのほぼ全文を閲覧可能な「携帯電話向けページ」

を開設した。さらに携帯電話からの閲覧を促進するため，一部の印刷物に携帯版ホームペ

ージのアドレスを符号化した二次元バーコード（QR コード）の掲載を行った。 
月 1 回のメールマガジンの発行を平成 21 年 12 月から開始し，約 1,100 名が受信登録を

行った。 
   

 ② 美術情報の収集，記録の作成・蓄積，デジタル化，レファレンス機能の充実 
   ア 図書資料等の収集  

館名  収集件数  累計件数  利用者数  目標数  
（第 1期平均）

本館  5,315 110,944 2,827 1,853
工芸館  1,594 19,044 307 317東京国立近代美術館  

ﾌ ｨ ﾙ ﾑ ｾ ﾝ ﾀ ｰ  903 29,832 3,206 3,085
京都国立近代美術館  1,132 18,412   － ―
国立西洋美術館  1,792 44,450 511 119
国立国際美術館  780 33,373 － ―
国立新美術館  13,979 97,296 38,591 ―

計  25,495 353,351 45,442 5,374
     注１ 京都国立近代美術館は４階，国立西洋美術館は１階，国立国際美術館は地下１階に図録等が閲覧でき

る情報コーナーを設け，入館者が自由に閲覧できるようにしており，その場所については，利用者数の

把握はしていない。 
     注２ 国立新美術館は，第２期中期計画の平成 18 年度から設置のため，目標数を設定していない。 
 
   イ 特記事項      

（ア）東京国立近代美術館 
東京国立近代美術館ニュース『現代の眼』576 号（平成 20 年 6-7 月）において，当館

と国立国会図書館，国立情報学研究所との共同事業について，特集記事「〈連携〉する

美術情報」で解説し,広報した。 
フィルムセンターでは，平成 20 年度に引き続き，戦前期の重要な映画雑誌である「キ
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ネマ週報」の復刻（ゆまに書房刊行）に際し，139 号から 223 号まで 85 冊の原本提供

を行った。（今回復刻される 259 冊のうち平成 21 年度内に第 4 回～第 5 回分を配本。） 
また，日常の図書収集活動について来館者に周知するため，図書室内に新着図書コー

ナーを新たに設置するとともに，インターネットの上でも新着図書情報の積極的な発信

を開始した。 
（イ）国立西洋美術館 

平成 21 年度導入した最新の電子レファレンス・ツール（学術雑誌アーカイブ JSTOR
や欧州競売カタログ総覧データベース等）について，全国美術館会議の研修会等で積極的

に紹介した。併せて専門図書館協議会関東地区協議会やアート・ドキュメンテーション学

会等において，国立西洋美術館研究資料センターの活動について紹介を行った。 

また，平成 20 年度から整理・公開方法を検討してきた一過性資料（新聞記事切抜き，

文献複写，チラシ，小冊子等）について，諸外国の主要美術館の図書室で採用されている

方法にしたがい，作家毎に資料を整理する「アーティスト・ファイル」として公開を開始

した。 

（ウ）国立国際美術館 

国内外の現代美術に関連する図書資料等を中心に収集を継続して行った。特に近年は

企画展や所蔵作家関連文献に加え，国際展に関する文献などの積極的な収集に努めてい

る。 

（エ）国立新美術館 

日本の展覧会カタログを中心に網羅的，遡及的収集に努めた。国内約 300，国外約 60

の美術館・博物館と展覧会カタログの相互寄贈関係を構築したほか，複数の個人から展

覧会カタログの大口寄贈を受けた。 

 

ウ 所蔵作品データ等のデジタル化 

画像データ テキストデータ  

館  名 ﾃ ﾞ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ

化件数 

ﾃ ﾞ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ

化累計 

公開件数 目 標 公 開

件数 

ﾃﾞｼﾞ ﾀ ﾙ化

件数 

ﾃ ﾞ ｼ ﾞ ﾀ ﾙ化

累計 

公開件数 目 標 公 開

件数 

本館 285 10,168 4,071 1,394 170 10,449 9,826 9,144

工芸館 280 3,263 125 23 104 3,707 2,906 2,516

東京国立

近代美術

館 
ﾌ ｨ ﾙ ﾑ ｾ ﾝ ﾀ ｰ  

( 映画関連資料 )  
－ － － － 9,488 109,457 －  －

京都国立近代美術館 71 6,421 1,321 517 310 9,811 8,510 5,612

国立西洋美術館 71 5,065 202 202 53 4,553 4,369 4,058

国立国際美術館 152 6,119 1,538 2,356 96 7,006 6,055 5,101

計 859 31,036 7,257 4,492 10,221 144,983 31,666 26,431

注 「公開件数」は，所蔵作品総合目録における画像及びテキストデータの公開件数である。なお，国立西洋美術

館は「国立西洋美術館所蔵作品データベース」で画像データ 4,084 点を公開している。フィルムセンターについ

ては，映画フィルムを除いた映画の関連資料についての件数を掲載している。 

 

   エ インフォメーションデータセンター（IDC）の確立 

国立美術館５館全体で採用している VPN（Virtual Private Network：暗号化された通信網）

を用いてグループウェア及びテレビ会議システムを稼働させた。 

平成 20 年度に情報資源の多面的・効果的提供システムとして国立情報学研究所と共同開

発した国立美術館版「想-IMAGINE」の試行版を，データ等の更新を行い国立美術館の所蔵作

品，図書，展覧会に関わる情報資源の連携検索システムの本版として公開した。 
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独立行政法人国立美術館の情報資産を安全に運用するために「国立美術館情報資産安全対

策基本方針」「国立美術館情報資産安全管理規則」を策定した。 

 

（４）国民の美的感性の育成 

① 幅広い学習機会の提供（講演会，ギャラリートーク，アーティスト・トーク等） 

館   名 実施回数 参加者数 目標数 

本館  127 5,635 2,718

工芸館  50 1,601 1,285東京国立近代美術館 

ﾌ ｨ ﾙ ﾑ ｾ ﾝ ﾀ ｰ  192 10,649 1,470

京都国立近代美術館 107 5,587 1,590

国立西洋美術館 146 14,507 5,582

国立国際美術館 36 3,433 2,662

国立新美術館 108 10,942 －

計 766 52,354 15,307

 

ア 各館の特徴 
（ア）東京国立近代美術館 

   （本館） 
幅広い層への解説プログラム（所蔵品ガイド，ハイライトツアー，キュレータートーク，

アーティストトーク，音声ガイド，子ども用セルフガイドやイベント等）や来館者サービ

ス（ライブラリー，ショップ，レストラン，休憩室，バリアフリー情報，夜間開館，無料

観覧日，MOMAT パスポート等）を一覧できるリーフレット「活用ガイド」を新たに制作

した。 
都立文京盲学校からの見学依頼をきっかけに，解説ボランティアに研修を行い，視覚障害

者への鑑賞サポートを行えるようにした。 
また，「竹喬展」において関連企画として，小学生向けのワークショップを行った。 

    （工芸館） 
「現代工芸への視点―装飾の力」展の開催中にギャラリートーク及び作家によるトークを

実施した。 
また，雑誌『美しいキモノ』（アシェット婦人画報社）の連載と連動した特別鑑賞会を

開催した。 
    （フィルムセンター） 

上映作品にゆかりのある映画人や研究者，評論家を招いてのトークも多く開催している

が，本年も昨年に続き「発掘された映画たち 2009」で研究員が上映作品の発掘や復元の経

緯について解説を行い，映画保存業務の重要性をアピールした。 
「EU フィルムデーズ 2009」では，来日ゲストのトークや質疑応答に加え，ゲスト全員を

集めてのシンポジウムを初めて開催し，「第 31 回ぴあフィルムフェスティバル」では，日

本の古典映画の魅力を現在第一線で活躍する映画人などが解説する「大島渚講座」を開催し

た。 
また，教育普及を目的とする上映イベントでは，小中学生を対象とする従来の「こども映

画館」に加え，新たに学生を対象とした新規事業として「カルト・ブランシュ～期待の映

画人・文化人が選ぶ日本映画～」を開催した。 
（イ）京都国立近代美術館 

「ウィリアム・ケントリッジ展」においては，京都会館で作家本人によるレクチャー／
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パフォーマンスを開催した。また，同展関連事業として，ノートルダム学院小学校と当館

による学習支援的取り組みとして，アナモルフォーシスの手法を使った作品を主眼に，同

手法による制作を体験した後，展覧会を鑑賞するというワークショップを企画・実施した。 
（ウ）国立西洋美術館 

平成 21 年度は，開館 50 周年記念で開催した「ル・コルビュジエと国立西洋美術館」展

および「かたちは，うつる」展で，複数の関連プログラムを実施した。 「FUN DAY」に

おいては，開催日がこれらの展覧会と重なることもあり，常設展に関連するプログラムに

加え建築に関連したツアーやトーク，版画のデモンストレーションなどを行った。建築の

プログラムは本館を世界遺産へ登録申請していることから，周囲の関心も高くプログラム

参加者も多く好評だった。「古代ローマ帝国の遺産」展では国際シンポジウムを開催した。 
（エ）国立国際美術館 

企画展ごとに講演会，対談，ギャラリートークなどを実施するとともに，シンポジウム

「オーラル・アート・ヒストリーの可能性」（参加者 85 名）とシンポジウム「国立国際美

術館新築移転 5 周年記念 絵画の庭－ゼロ年代日本の地平から」（参加者 444 名）を開催

した。また，上記のほか，以下の教育プログラムを実施した。 
・「ルーヴル美術館展」において鑑賞支援教材制作に関連した「ジュニア・セルフガイ

ド」の発行 
・大学の課外授業及びスクーリングによる団体鑑賞の受入れ 
・小・中・高等学校団体鑑賞の受入れ 
・教員研修の実施（5 回 合計 214 名） 

（オ）国立新美術館 
展覧会に合わせた講演会や解説会，アーティスト・トークのほか，子供から大人まで幅

広い層を対象にしたワークショップを開催した。アーティスト・ワークショップ（全 7 回）

では，絵画や写真，彫刻など従来の美術表現に関連したもののほか，子供を対象とした身

体表現をとおした絵画鑑賞や既成の玩具を用いた造形表現など，幅広い分野からアーティ

ストを講師に迎えた多彩なプログラムを実施した。 
また，ワークショップの様子を記録してスライドショーを編集・作成し，館内のモニタ

ーで上映することにより，参加者以外の来館者にも広くプログラムを知ってもらい，楽し

んでもらえるよう工夫した。 
美術家の宮島達男氏他が参加したシンポジウム「ウガンダのエイズ孤児，アーティスト

に出会う」では，広く社会における芸術の役割と可能性を探る貴重な機会を提供すること

ができた。 
 

② ボランティアや支援団体の育成等による教育普及事業 
ア ボランティアによる教育普及事業  

館  名  ボランティア 
登録者数 

ボランティア 
参加者数 事業参加者数 

本館  35 463 3,293
東京国立近代美術館  

工芸館  24 241 1,593
京都国立近代美術館  30 141 －

国立西洋美術館  33 446 3,343
国立国際美術館  38 57 －

国立新美術館  52 96 －

計  212 1,444 8,229
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    イ 各館の特徴 
（ア）東京国立近代美術館 

本館では，フォローアップ研修（10 月）において，NPO から講師を迎えて視覚障害者

への鑑賞サポートについて学び，盲学校の高校生へのギャラリートークを行った（11 月）。

開館日毎に実施している所蔵品ガイドについては，参加人数や対象作品，参加者の反応な

どを発足以来日誌に記してきたが，これをブログ（担当者と当館ボランティアのみ閲覧可

能）に記載するようにし，自宅からでも活動状況を確認できるよう工夫を行った。 
工芸館では，平成 20 年度に引き続き，ボランティアガイドが担当する鑑賞プログラム

（ポーラ伝統文化振興財団との共催）を開催した。また，高度な質問にも十分な対応がで

きるようフォローアップ研修を毎月実施した。 
（イ）京都国立近代美術館 

       ボランティアによる聞き取りアンケートの実施等の活動を行った。 
（ウ）国立西洋美術館 

平成 20 年度に募集したボランティア・スタッフによる新たなプログラム「美術トーク」

と「建築ツアー」を毎週日曜日の午後に実施した。「建築ツアー」は他の建築プログラム

同様に，毎回定員以上の参加希望者が出るなど大変好評であった。「美術トーク」は日に

よって参加者の少ないときもあったが，後半はリピーターが出るなど，これも人気が出て

きている。新館の空調工事を行っていたため，ファミリー向けのプログラムについて，「ど

ようびじゅつ」を例年より多く実施した。また，クリスマスの時期には平成 20 年度から始

めた「10 分トーク」を今年も実施した。スタッフの数も増え，ボランティアによるプログ

ラムをさらに充実させることができた。 
（エ）国立国際美術館 
   学生ボランティアを広く募り，教育普及事業の実施補助，広報資料の発送，図書資料等

の整理などの美術館運営の補助業務を実施することを通して，美術館活動に接する機会を

提供した。 
（オ）国立新美術館 

美術館事業の支援及び美術館の活動に関心を持つ学生（大学生，大学院生）への実務体

験の機会の提供を目的としたサポート・スタッフ制度により，講演会やワークショップを

はじめとする教育普及事業のほか，情報資料室や広報の業務補助等，幅広い活動に参加さ

せることにより，将来，文化活動に携わる可能性のある学生に対して，美術館や美術活動

への理解を深める機会を提供することができた。 
 
   ウ 支援団体等の育成と相互協力による事業 

（ア）コンサート等の実施 
京都市立芸術大学，東京芸術大学，東京・春・音楽祭実行委員会，東京都，ダイキン工

業現代美術振興財団等との協力により，各館においてコンサートや落語会，演劇などを開

催した（20 回）。 
（イ）ぐるっとパスへの参加 

 東京の美術館・博物館等 66 館が実施する共通入館券事業「東京・ミュージアムぐるっと

パス 2009」及び関西の美術館・博物館等 64 館が実施する「ミュージアムぐるっとパス・

関西 2009」に参加（京近美を除く。）し，所蔵作品展観覧料の無料化や企画展観覧料の割

引などを実施した。 
（ウ）NPO 法人との連携 

東京国立近代美術館において，平成 22 年 1 月 2 日（土）NPO 法人美術ファンクラブと
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の連携により，本館所蔵作品展「近代日本の美術」及び「早川良雄－“顔”と“形状”－」

展の無料観覧を実施した。（入館者：1,082 人）  
   （エ）企業との連携 

国立西洋美術館では，セイコーエプソン株式会社とエプソン販売株式会社の支援を受け，

OPEN museum（美術を通して人々が出会う開かれた美術館を目ざすプロジェクト）を平

成 19 年度より継続し，美術館無料開放日「FUN DAY」の開催，映像ガイドの上映，クリ

スマス・プログラムの実施等各種プログラムの充実を図った。 
国立国際美術館では，企業とのタイアップによる前売券の発券，企業等が発行する印刷

物への展覧会情報の掲載等を実施し，企業との連携を進めた。 
国立新美術館では，外部協力者（参与）と連携し，外部資金の募集活動を行い，コンサ

ート事業等の支援を目的に，企業から協賛金を受け入れた。 
 
  ③ 映画フィルム・資料を活用した教育普及活動 

平成 21 年度で 3 年目となるフィルムセンターと京都国立近代美術館との共同開催による映画

の上映会については，ドイツ文化センター（京都）を会場として上映を行った。また，児童生

徒を対象とした事業については，特に相模原分館において市及び近隣施設との連携により映画

の上映会と施設探検ツアーを実施した。 
・「NFC 所蔵作品選集 MoMAK Films@Goethe」 （5 回） 791 名 
・「こども映画館 2009 年の夏休み」 （4 回） 357 人 
・相模原市内の小・中学生を対象とした上映会（由野台中学校） （1 回）110 人 
・相模原分館「子供映画鑑賞会と施設探検ツアー」 （2 回）113 人 
・相模原分館「さがみ風っ子文化祭」親子映画鑑賞会 （2 回）20 人 
 

（５）調査研究成果の美術館活動への反映 
  ア 東京国立近代美術館  

調査研究テーマ  美術館活動への反映  連携機関  
ヴィデオアートに関する調査研究 「ヴィデオを待ちながら」展を開催しカタログ

を編集発行 
 

ポール・ゴーギャンに関する調査研

究 
「ゴーギャン展」を開催しカタログを編集発行 名古屋ボストン美術館 

河口龍夫に関する調査研究 「河口龍夫展」を開催しカタログを発行  

権鎮圭と韓国の近代彫刻に関する

調査研究 
「権鎮圭」を開催しカタログを発行 武蔵野美術大学，韓国国立現

代美術館 
小野竹喬に関する調査研究 「小野竹喬展」を開催しカタログを発行 笠岡市竹喬美術館，大阪市立

美術館 
鑑賞教育に関する美術館と学校の

連携や，学校の授業と美術館での鑑

賞の連続性に関する調査研究 

教育団体との合同研修の開催、小冊子「スクー

ル・プログラム・ガイド」の刊行など 
東京都図画工作研究会 
東京都中学美術教育研究会 

国立美術館版「想－IMAGINE」の

開発を進め，本版として公開 
システムの公開  

国立美術館の情報資源と国立情報

学研究所によるWebcatPlus，文化

遺産オンライン等に掲載の文化情

報資源を，「想－IMAGINE」にお

いて連携して検索・閲覧できるシス

テムの公開について調査研究を実

施 

システム公開へ向けての検討 国立情報学研究所 

１９６０～７０年代のビデオアー

ト：作品の所在調査とデータ・ベー

成果の一部が展覧会に出品，今後の収蔵作品候

補に関する情報収集 
京都国立近代美術館，国立新

美術館 
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ス構築 
ヴィデオアートに関する調査研究 平成20－21年度に展覧会を開催し，カタログを

発行 
60～70年代のヴィデオアート作品20本を収集 

EAI(Electronic Arts 
Inter-mix), New York 
ICC(NTTインターコミュニケ

ーションセンター) 
萬鉄五郎の身体表現に関する調査

研究 
平成20年度『研究紀要』掲載論文に基づき，平

成21年度に小企画を開催し，小冊子を発行 
 

水浴図に関する調査・研究 平成21年度に小企画を開催し，小冊子を発行  

油彩技法から見た近代日本絵画に

関する調査・研究 
平成21年度に特集展示を行い，成果をパネル展

示 
斉藤敦氏（修復家） 

現代工芸における装飾的傾向に関

する調査研究 
特別展「現代工芸への視点－装飾の力」展  

現代の茶陶に関する調査研究 平成22年度に特別展を開催予定 山口県立萩美術館・浦上記念

館との共同研究 
イギリスの陶芸家ルーシー・リーに

関する調査研究 
平成22年度に特別展「ルーシー・リー」展を国

立新美術館で開催予定 
国立新美術館，益子陶芸美術

館，大阪市立東洋陶磁美術館

近代におけるデザインの成立と展

開についての調査研究 
特別展「早川良雄展」を開催 大阪市立近代美術館建設準備

室との共同研究 
日本における先駆的なグラフィッ

クデザイナー杉浦非水の調査研究 
所蔵作品展「アール・デコ時代の工芸とデザイ

ン」に反映 
宇都宮美術館 

国際フィルム・アーカイブ連盟（Ｆ

ＩＡＦ）会員，その他同種機関，現

像所等からの情報に基づく，未発見

の日本映画フィルムの所在調査 

平成 22 年度実施の上映会「発掘された映画たち

2010」の開催（予定） 
広島市映像文化ライブラリー

文化庁との共同事業による「近代歴

史資料調査」の結果に基づき，新た

に残存が確認された映画フィルム

の詳細調査 

『史劇 楠公訣別』（1921 年）について，文化

審議会による重要文化財答申及び平成 22 年度

実施の上映会「発掘された映画たち 2010」の開

催（予定） 

 

映画フィルムの登録・長期保管・保

存，アナログ及びデジタル技術を活

用した復元に関する調査研究（ＦＩ

ＡＦ会員，国内外の同種機関，映画

研究教育機関，美術館・博物館，映

像機器メーカー，現像所等との共同

研究） 

平成22年度実施の上映会「発掘された映画たち

2010」の開催（予定） 
株式会社IMAGICA，株式会社

IMAGICAウェスト 

シルバー・カラー作品『幸福』とそ

の技術，時代背景の調査研究 
ユネスコ「世界視聴覚遺産の日」記念特別イベ

ント 「特別上映会『幸福』シルバー・カラー

の復元」の開催 

 

可燃性フィルムを元素材とする最

適なデジタル修復の方法に関する

研究，染調色が施された可燃性フィ

ルムの復元に関する調査研究 

平成22年度実施の上映会「発掘された映画たち

2010」の開催（予定） 
 

※科学研究費補助金・若手研

究（B）「可燃性フィルムの安

全保存に関する基礎的研究」

（研究代表者・板倉史明 
平成20-21年度）として実施 

昭和戦前・戦中期の日本文学と日本

映画の関係に関する調査研究 
上映会「映画の中の日本文学 Part2」及び展覧

会「映画資料でみる 映画の中の日本文学 
Part2」の開催 

 

日本のジャンル映画（怪獣映画，Ｓ

Ｆ映画等）に関する調査研究 
上映会「日本映画史横断④ 怪獣・ＳＦ映画特

集 Part2」の開催 
 

映画産業の枠外で製作された日本

映画・インディペンデント映画等の

歴史に関する調査研究 

上映会「日本インディペンデント映画史シリー

ズ② ぴあフィルムフェスティバルの軌跡vol.
２」の開催 

ぴあ株式会社 

山中貞雄監督に関する調査研究 上映会「生誕百年 映画監督 山中貞雄」の開

催 
 

映画女優・田中絹代に関する調査研

究 
上映会「生誕百年 映画女優 田中絹代」及び

展覧会「生誕百年 映画女優 田中絹代」の開

催 

ＮＰＯ法人芸游会 
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大島渚監督に関する調査研究 上映会「映画監督 大島渚」の開催  

篠田正浩監督に関する調査研究 上映会「映画監督 篠田正浩」の開催  

ブルガリア映画に関する調査研究 上映会「日本・ブルガリア外交関係再開50周年

記念 ブルガリア映画特集」の開催 
ブルガリア共和国大使館 

ドキュメンタリー映画監督土本典

昭に関する調査研究 
上映会「ドキュメンタリー作家 土本典昭 [京
橋映画小劇場No.14]」及び展覧会「ドキュメン

タリー作家 土本典昭」の開催 

映画同人シネ・アソシエ 

戦前期のハリウッド映画に関する

調査研究 
上映会「NFC所蔵外国映画選集 アメリカ映画

史研究③ [京橋映画小劇場No.17]」の開催 
 

フランス映画とフランス映画ポス

ター，またそれらの日本への紹介に

関する調査研究 

展覧会「戦後フランス映画ポスターの世界 東

京国立近代美術館フィルムセンター所蔵《新外

映コレクション》より」の開催 

 

 
  イ 京都国立近代美術館  

調査研究テーマ  美術館活動への反映  連携機関  

ファッションと美術との重複領域

についての調査研究 
展覧会「ラグジュアリー：ファッションの欲望

」として実現。 
京都服飾文化研究財団（KCI
） 

近代京都の変遷を，美術・工芸・建

築を含む都市文化論としての新た

な視点で調査・研究 

展覧会「京都新聞創刊130年記念 京都学「前衛

都市・モダニズムの京都」1895-1930」として

実現。 
研究成果は6月20日のシンポジウム「ひとつの京

都学 美術・工芸・建築・都市」で発表。 

ジャポニスム学会 

写真家・野島康三の日本近代美術史

における位置付け，及び同時代の世

界の写真動向の中での位置につい

ての調査研究 

展覧会「生誕120年 野島康三 ある写真家が見

た日本近代」として実現。 
渋谷区立松濤美術館 
イタリア・モデナ市写真美術

館 

ドローイングとアニメーション，映

画とメディアアートの物語の生成

についてのプロセスに関する調査

研究 

展覧会「ウィリアム・ケントリッジ―歩きなが

ら歴史を考える そしてドローイングは動き始

めた……」として実現。 

東京国立近代美術館 
広島市現代美術館 

京都国立近代美術館所蔵の現代美

術作品についての包括的研究 
展覧会「マイ・フェイバリット―とある美術の

検索目録／所蔵作品から」として実現。また，

調査・研究の成果と資料を「京都国立近代美術

館・所蔵品目録Ⅷ」として刊行。 

 

イタリア・ルネサンスと近代につい

ての調査研究 
展覧会「ボルゲーゼ美術館展」として実現。 ローマ市ボルゲーゼ美術館 

「京都学」展にあわせ，京都市内に

残る近代建築等の施設調査を，一般

の参加者を募りフィールドワーク

実習として実施する。 

友の会会員とともにフィールドワーク実習を実

施。 
 

館所蔵の写真作品を基に，大学の授

業と連動した専門的な「プリント・

スタディ」の授業を同館において実

施する 

「ブロムオイルプリント～ピクトリアリズム（

絵画主義写真）体験講座～」として実現。 
大阪芸術大学 
京都造形芸術大学 

昭和戦前期の官展工芸における「伝

統」的作品の調査研究 
常設展示場での小企画に反映させるとともに，

所蔵作品の中の官展出品作について研究を行っ

た。 

秋田公立美術工芸短期大学 

1960～70年代のビデオ・アート：

作品の所在調査とデータ・ベース構

築 

宮島達男が15年前に制作した貴重なビデオ作品

のデジタル化を支援した。２セット制作するこ

とで，作家と美術館が各１セット所蔵可能とな

るようにし，作家から寄贈を受けた。 

東京国立近代美術館 

染め型紙のジャポニスムへの影響

に関する研究 
2012年に研究成果を展覧会「型紙とジャポニス

ム（仮称）」展として実現予定。 
日本女子大学 

東西文化の磁場―日本近代建築・デ

ザイン・工芸の脱―，超―領域的作

常設展示場での小企画，研究分担者をパネラー

としたシンポジウムを実施。 
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用史の基盤研究 
イディッシュ語文化圏における芸

術活動の研究 
2012年に研究成果の一部を展覧会「型紙とジャ

ポニスム（仮称）」展として実現予定。 
大阪大学 

 
  ウ 国立西洋美術館  

調査研究テーマ  美術館活動への反映  連携機関  

17世紀風景画に関する調査研究 「ルーヴル美術館－17世紀ヨーロッパ絵画－」

展開催。同展の図録を刊行，新聞等への掲載，

講演会等による発表を実施 

ルーヴル美術館，京都市美術館

所蔵版画作品に関する調査研究 「かたちは，うつる展」（平成21年度開催）企

画構成 
 

フランク・ブラングィンと国立西洋

美術館のコレクションに関する調

査研究 

「フランク・ブラングィン展」（平成21年開催

）企画構成 
ブラングィン美術館，英国王立

芸術院 

アルブレヒト・デューラーの版画芸

術に関する調査研究 
「アルブレヒト・デューラー版画・素描展」（

平成22年開催予定）企画構成 
メルボルン・ナショナル・ギャ

ラリー・オブ・ヴィクトリア，

アルベルティーナ版画素描館 
古代ローマ美術とポンペイ遺跡に

関する研究 
「古代ローマ帝国の遺産」展（平成21年開催）

企画構成 
ローマ国立美術館，ナポリ＝ポ

ンペイ考古学監督局 
イタリア，ルネサンス・バロック美

術研究 
「ナポリ・宮廷と美」展（平成22年開催予定）

企画構成 
カポディモンテ美術館，ナポリ

美術監督局 
ギリシャ美術研究 「大英博物館ギリシャ美術展（仮）」（平成23

年開催予定） 
大英博物館 

国立西洋美術館所蔵バウツ派研究 作品・文献調査，小企画展，刊行物 ロンドン・ナショナル・ギャラ

リー 
国立西洋美術館所蔵キクラデス彫

刻に関する研究 
作品調査，文献収集，『西洋美術館研究紀要』

への寄稿 
アテネ国立博物館 

「レンブラント及びレンブラント

派における和紙による版画素描作

品の研究」 

「レンブラント：光の画家（仮）」展（平成23
年開催予定）企画構成 

アムステルダム国立美術館，レ

ンブラント・ハウス 

「初代アッティカ黒像式陶器の技

法と図像に関する調査研究」 
作品調査，文献収集  

「Kleitias and Attic Black-Figur
e Vases in the Sixth-Century B.
C.」 

「ギリシアの陶画家クレイティアスの研究」の

英訳・刊行。 
 

「火山噴火罹災地の文化・自然環境

の復元の総括」6年目 
「古代ローマ帝国の遺産」展 
（平成21年開催）企画構成 

東京大学大学院，お茶の水女子

大学，東京工業大学大学院，東

京大学地震研究所 
「火山噴火罹災遺跡における生活

・文化環境の復元研究」6年目 
「古代ローマ帝国の遺産」展 
（平成21年開催）企画構成 

東京大学大学院 

「国立西洋美術館所蔵作品データ

ベース」 
国立西洋美術館所蔵作品データベース  

「ル・コルビュジエによる国立西洋

美術館本館の設計に関する調査研

究」 

「ル・コルビュジエと国立西洋美術館」展（平

成21年開催） 
企画構成 

ル・コルビュジエ財団（パリ）

，東京理科大学，日本大学，京

都工芸繊維大学 
「カーレル・ファン・マンデル『北

方画家列伝』の成立と影響に関する

比較芸術論的研究」1年目 

常設展・企画展，刊行物，講演発表，解説等 東北大学 

「美術館の機関アーカイブズに関

する調査研究」 1年目 
美術資料の提供事業  

「アメリカのミュージアムにおけ

る教育プログラムの公共性と民間

資金に関する基礎的研究」 1年目 

教育普及事業  

旧松方コレクションを含む松方コ

レクション全体に関する調査研究 
収集，作品・文献調査，常設展・企画展，刊行

物，講演発表，解説等 
 

中世末期から20世紀初頭の西洋美

術に関する調査研究 
収集，作品・文献調査，常設展・企画展，刊行

物，講演発表，解説等 
ロンドン・ナショナル・ギャラ

リー，メルボルン・ナショナル






























































































